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会か
い

　ほ
う報カ障

し ょ う れ ん

連﹁わ﹂

　2019年
ねん

11月
がつ

25日
にち

、教
きょうこうさまとうきょう

皇様東京ドームミサには、約
やく

５万
まんにん

人の参
さんかしゃ

加者があり障
しょうがい

害の有
う む

無なく感
かんどう

動

のうちに、私
わたし

たち日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会の皆
みな

さんと共
とも

に祝
しゅくふく

福に授
さず

かれたことを感
かんしゃ

謝い

たします。

　1981年
ねん

の教
きょうこう

皇ヨハネ・パウロⅡ世
せい

が来
らいにち

日されたのを機
き

に、障
しょうがい

害のある信
しんじゃ

者や有
ゆう し

志が集
あつ

まり

社
しゃかい

会の福
ふくいんか

音化の活
かつどう

動をするため、翌
よくとし

年 ‘82年
ねん

７月
がつ

「ミサへの完
かんぜんさんか

全参加と平
びょうどう

等の実
じつげん

現」を謳
うた

い、

日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会（以
い か

下、カ障
しょうれん

連）が発
ほっそく

足しました。

　この間
かん

、カ障
しょうれん

連では３年
ねんごと

毎に総
そうかい

会と全
ぜんこくたいかい

国大会（次
じか い

回は2021年
ねん

に長
ながさききょうく

崎教区で開
かいさい

催）を開
かいさい

催し、

障
しょうがい

害のあるカトリック信
しんじゃ

者を中
ちゅうしん

心に仲
なか ま

間たちが集
つど

い日
ひご ろ

頃の困
こんなん

難や教
きょうかい

会に於
お

ける障
しょうがいしゃ

害者を取
と

り巻
ま

く

環
かんきょう

境の問
もんだい

題などを分
わ

かち合
あ

いながら、一
ひとり

人ひとりでは伝
つた

わらない「小
ちい

さきものの声
こえ

」を聞
き

き取
と

り

発
はっしん

信してきました。

　今
こんかい

回の教
きょうこうさまとうきょう

皇様東京ドームミサ開
かいさい

催には、これまでの全
ぜんこくたいかい

国大会で試
しこう さ く ご

行錯誤しながら培
つちか

ったバリア

フリーや情
じょうほうほしょう

報保障などを盛
も

り込
こ

んだ障
しょうがいしゃ

害者への配
はいりょ

慮を司
しきょうきょうぎかい

教協議会に要
ようせい

請しました。

「あなたに、話
はなし

がある」　教
きょうこうさま

皇様、来
らいにち

日に感
かんしゃ

謝

カ障
しょう

連
れん

会
かい

長
ちょう

　江
え ど

戸　　徹
とおる

　

巻
かん

　頭
とう

　言
げん

※�速
そくほう

報　4/18予
よて い

定の加
かめいだんたいいけんこうかんかい

盟団体意見交換会と障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法の研
けんしゅう

修セミナーを残
ざんねん

念ながら

新
しんがた

型コロナウイルスを考
こうりょ

慮して中
ちゅうし

止させて頂
いただ

きます。

1



　ドームミサが発
はっぴょう

表された際
さい

に司
しきょうだん

教団より広
こうこくだいりてん

告代理店を通
つう

じて会
かいじょう

場の下
した み

見を打
だしん

診され、東
とうきょうきょうく

京教区

の加
かめいだんたい

盟団体の皆
みな

さんと共
とも

に点
てんけん

検をし、様
さまざま

々な障
しょうがいしゃ

害者の立
たちば

場からご意
いけん

見を頂
いただ

きながら準
じゅんび

備を進
すす

めま

した。ドーム内
ない

の車
くるま

いすの動
どうせん

線の確
かく ほ

保、聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の情
じょうほうほしょう

報保障（手
しゅわつうやく

話通訳・要
ようやくひっきとう

約筆記等のスク

リーン）、視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者の点
てんじしりょう

字資料・音
おんせい

声ガイド（今
こんかいはじ

回初めての試
こころ

み）、簡
かんいくるま

易車いすトイレの設
せっ ち

置、

医
い む し つ

務室、静
せいようしつ

養室などたくさんの配
はいりょ

慮がなされました。

　２か月
げつ

ほどの短
たんきかん

期間でこれだけの準
じゅんび

備が出
で き

来ましたのは、「誰
だれひとりはいじょ

一人排除しない」「ミサへの

完
かんぜんさんか

全参加と平
びょうどう

等」を目
め ざ

指したボランティアの存
そんざい

在が不
ふ か け つ

可欠でした。中
なか

でもロゴス点
てんじとしょかん

字図書館、

CIC、要
ようやくひっき

約筆記グループ「イサク」、手
しゅわつうやく

話通訳グループの皆
みな

さんは、下
した み

見の段
だんかい

階から障
しょうがいしゃ

害者にと

って必
ひつよう

要な情
じょうほうほしょう

報保障の配
はいりょ

慮を考
かんが

えていただきました。その結
けっかいま

果今まではミサに参
さんか

加すると見
み

えな

かったり、聞
き

こえなかったりすることで一
いっち

致を実
じっかん

感することができなかった人
ひと

たちが、今
こんかい

回のミ

サでは「外
がいこくご

国語の説
せっきょう

教が翻
ほんやくどうじつうやく

訳同時通訳され招
まね

かれていると感
かん

じた」、見
み

えない人
ひと

にも音
おんせい

声ガイド

があり「教
きょうこうにゅうじょう

皇入場、祭
さいだん

壇やミサの進
しんこうじょうきょう

行状況などがリアルタイムに知
し

らされて見
み

えているようだ」

と表
ひょうげん

現され喜
よろこ

びに溢
あふ

れていました。

　正
まさ

に教
きょうこうさま

皇様の仰
おっしゃ

る「誰
だれ

一
ひ と り

人排
はいじょ

除しない教
きょうかい

会」が実
じっこう

行されたミサであったと思
おも

います。38年
ねんまえ

前

からみると社
しゃかい

会の障
しょうがいしゃ

害者への理
り か い

解や制
せ い ど

度、環
かんきょう

境など随
ずいぶんか

分変わってきたように思
おも

われますが、

各
かくきょうかい

教会においてはどうでしょうか。今
こんかい

回、行
おこな

われたようなミサが全
ぜんきょうく

教区、全
ぜんしょうきょうく

小教区で進
すす

んでいく

ことを願
ねが

っています。

　最
さ い ご

後になりましたが、障
しょうがいしゃ

害者の受
う

け入
い

れにご尽
じんりょく

力いただきました司
しきょうだん

教団、司
し さ い

祭の皆
みな

さん、

広
こうこくだいりてんでんつう

告代理店電通ライブの皆
みな

さん、全
すべ

てのボランティアの皆
みな

さん、共
とも

に祈
いの

っていただきました信
しんと

徒

の皆
みな

さん、本
ほんとう

当に本
ほんとう

当にありがとうございました。

　次
じかい

回、カ障
しょうれんぜんこくたいかい

連全国大会2021長
ながさきたいかい

崎大会への参
さんか

加をお願
ねが

いします。

� 神
かみ

に感
かんしゃ

謝。
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2020 年１月19日
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司
しきょうだん

教団からの感
かんしゃじょう

謝状
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2019年
ねん

12月
がつ

20日
か

フランシスコ教
きょうこうさま

皇様　来
らいにち

日ミサ参
さんか

加のお礼
れい

司
しきょうきょうぎかい

教協議会　　　　　　会
かいちょう

長　高
たか み

見　三
みつあき

明　大
だいしきょうさま

司教様
中
ちゅうおうきょうぎかい

央協議会　事
じむきょくたんとうしきょう

務局担当司教　大
おおつか

塚　喜
よしなお

直　　司
しきょうさま

教様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会　会
かいちょう

長　江
え ど

戸　　徹
とおる

†　主
しゅ

の平
へい わ

和
　このたびは11月

がつ

25日
にち

のフランシスコ教
きょうこうさまらいにちきねん

皇様来日記念ミサ・東
とうきょう

京ドームにおきましては、
障
しょうがいしゃ

害者のミサへの参
さんか

加に対
たい

し大
たいへん

変なご配
はいりょ

慮をいただき本
ほんとう

当にありがとうございました。
　私
わたし

どもは教
きょうこうさまらいにち

皇様来日のニュースを知
し

り、２月
がつ

１日
にち

には「障
しょうがいしゃ

害者のためのミサ」開
かいさい

催の要
ようぼうしょ

望書
を司

しきょうだん

教団に提
ていしゅつ

出させていただきましたところ、８月
がつ

28日
にち

に担
たんとうぎょうしゃ

当業者の電
でんつう

通ライブ様
さま

との下
した み

見
のご連

れんらく

絡をいただき、準
じゅんび

備の段
だんかい

階からご一
いっしょ

緒させていただけることに大
たいへんよろこ

変喜び、当
とうじつ

日は車
くるま

いす
使
しようしゃ

用者、聴
ちょうかくしょうがい

覚障害、視
しかくしょうがい

覚障害、手
しゅわつうやくしゃ

話通訳者、要
ようやくひっきしゃ

約筆記者、カ障
しょうれんじむきょく

連事務局の代
だいひょうしゃ

表者で下
したみ

見に参
さんか

加を
させていただきました。そしてその結

けっ か

果を９月
がつ

３日
か づ

付け文
ぶんしょ

書にて「障
しょうがいしゃ

害者のミサへの完
かんぜんさんか

全参加」
の要
ようぼうしょ

望書を提
ていしゅつ

出させていただきました。
　以

いこう

降、会
かいじょう

場が野
やきゅうじょう

球場であり建
たてものてき

物的に無
む り

理なところも多
おお

くありましたが、電
でんつう

通ライブ様
さま

を通
つう

じて、
一
ひと

つでも多
おお

く要
ようぼう

望に応
こた

えようという姿
しせい

勢でご尽
じんりょく

力をいただきました。本
ほんとう

当に感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。
　当

とうじつ

日、車
くるま

いす席
せき

コーナーでは、通
つうじょう

常より広
ひろ

いスペースをいただき、いつもなら入
はい

ると身
みうご

動きで
きない状

じょうたい

態の車
くるま

いすの人
ひとびと

々も、健
けんじょうしゃ

常者と同
おな

じように周
しゅうい

囲に移
いど う

動ができ、久
ひさ

しぶりの再
さいかい

会を喜
よろこ

ぶ
場
ばめ ん

面もありました。また今
こんかいはじ

回初めて実
じっし

施をいたしました「音
おんせい

声ガイド」につきましては、終
しゅうりょうご

了後
すぐに視

しかくしょうがい

覚障害の方
かた

から「まるで目
め

で見
み

ているようで、自
じぶん

分も一
いっしょ

緒に居
い

ると感
かん

じた」という連
れんらく

絡
に、準

じゅんび

備の努
どりょく

力が一
ひと

つ実
みの

ったと実
じっかんいた

感致しました。
　ただ今

いま

、参
さんかだんたい

加団体、個
こじん

人から参
さんか

加しての意
いけん

見、感
かんそう

想を集
あつ

めており、後
ごじつほうこくしょ

日報告書として提
ていしゅつ

出させ
ていただく準

じゅんび

備をしております。今
こんかい

回の東
とうきょう

京ドームでのバリアフリー対
たいおう

応を検
けんしょう

証することにより、
教
きょうこうさま

皇様の「障
しょうがい

害のある人
ひと

を受
う

け入
い

れる教
きょうかい

会」に近
ちか

づき、今
こんごぜんこく

後全国の教
きょうかい

会におきましても障
しょうがいしゃ

害者を
受
う

け入
い

れるミサ開
かいさい

催の理
りかい

解が深
ふか

まり、ともに歩
あゆ

む教
きょうかい

会が広
ひろ

がっていく大
おお

きな機
きかい

会になると思
おも

いま
す。
　お礼

れい

のご挨
あいさつ

拶が大
たいへんおそ

変遅くなりましたが、今
こんかい

回のご配
はいりょ

慮に心
こころ

よりお礼
れいもう

申し上
あ

げます。
　今

ことし

年もあと10日
か

程
ほど

となりました。良
よ

いご降
こうたんさい

誕祭を、よい新
しんねん

年をお迎
むか

え下
くだ

さいませ。
　まずはお礼

れい

まで。
� 感

かんしゃ

謝と祈
いの

りの内
うち

に
（連

れんらくさき

絡先）466-0037　名
なご や し し ょ う わ く え ほ う ち ょ う

古屋市昭和区恵方町2-15
　　　　　名

な ご や き ょ う く

古屋教区カリタス福
ふくしいいんかいない

祉委員会内
　　　　　日

にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会
　　　　　電

でんわ

話�052-852-1426　FAX�052-852-1422
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2020年
ねん

２月
がつ

25日
にち

　　　　フランシスコ教
きょうこうさま

皇様　来
らいにちきねん

日記念ミサに参
さんか

加して

　　　　　　　　　　　日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会からの報
ほうこくしょ

告書

司
しきょうきょうぎかい

教協議会　　　　会
かい

　　長
ちょう

　　高
たかみ

見　三
みつあき

明　大
だいしきょうさま

司教様
中
ちゅうおうきょうぎかいじむきょく

央協議会事務局　担
たんとうしきょう

当司教　　大
おおつか

塚　喜
よしなお

直　　司
しきょうさま

教様

　　　　　　　　　　　　　　　　　日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会　会
かい

　長
ちょう

　　江
え ど

戸　　徹
とおる

†　主
しゅ

の平
へい わ

和
　この度

たび

は、教
きょうこうさまらいにちきねん

皇様来日記念ミサに際
さい

し、私
わたし

ども日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会（以
いかりゃく

下略：カ
障
しょうれん

連）からの要
ようぼう

望をご配
はいりょ

慮いただき誠
まこと

にありがとうございました。厚
あつ

く感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。
　特

とく

に東
とうきょう

京ドーム会
かいじょう

場におきましては、事
じぜん

前の下
したみ

見と意
いけん

見をお聞
き

きくださり、準
じゅんび

備に当
あ

たっては
中
ちゅうおうきょうぎかい

央協議会、電
でんつう

通ライブの皆
みなさまがた

様方に限
かぎ

られた時
じかん

間、限
かぎ

られた設
せつび

備の中
なか

で真
しん し

摯にご対
たいおう

応いただきま
した。おかげさまで参

さんか

加した多
おお

くの皆
みな

さんから感
かんしゃ

謝のことばと喜
よろこ

びの声
こえ

を聞
き

くことが出
で き

来ました。
心
こころ

より感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。
　今
いま

までこのような大
おお

きな行
ぎょうじ

事、ミサに際
さい

しては障
しょうがいしゃ

害者の対
たいおう

応に色
いろいろ

々と疑
ぎもん

問の声
こえ

が上
あ

がっており
ましたが、今

こんかい

回は多
おお

くのことにご配
はいりょいただ

慮頂き誠
まこと

にありがとうございました。
　なおこれを機

きか い

会に参
さ ん か

加された皆
みな

さんからアンケートを取
と

らせて頂
いただ

きましたところ、多
おお

くの
障
しょうがいとうじしゃ

害当事者から色
いろいろ

々な声
こえ

が寄
よ

せられました。そのため集
しゅうけい

計に時
じか ん

間がかかりご報
ほうこく

告が遅
おそ

くなりまし
た事

こと

をお詫
わ

び申
もう

し上
あ

げます。
　今

こんご

後の教
きょうかいぎょうじ

会行事、ミサ等
など

に際
さい

しては、今
こんかい

回の報
ほうこくしょ

告書からバリアフリー対
たいおう

応の参
さんこう

考にして頂
いただ

けれ
ば、障

しょうがいしゃ

害者だけでなく高
こうれいしゃ

齢者にとっても「参
さんか

加して良
よ

かった」と言
い

って頂
いただ

けるのではないかと思
おも

いますので宜
よろ

しくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。
　なおアンケートの内

ないよう

容は、ほぼ原
げんぶん

文のままを掲
けいさい

載させていただきましたので、気
き

になる点
てん

もあ
るかと思

おも

いますが、ぜひ暖
あたた

かい心
こころ

でお読
よ

みいただきご対
たいおういただ

応頂ければ幸
さいわ

いと存
ぞん

じます。以
いじょう

上、よろ
しくお取

と

り扱
あつか

い願
ねが

います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会　会
かいちょう

長　江
え ど

戸　　徹
とおる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒466-0037　名
なご や し し ょ う わ く え ほ う ち ょ う

古屋市昭和区恵方町2-15
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電

でんわ

話�052-852-1426　FAX�052-852-1422

添
てんぷしりょう

付資料（今
こんかい

回は紙
しめんじょうないよう

面上内容を省
しょうりゃく

略させて頂
いただ

き目
もく じ

次のみ掲
けいさい

載）

　資
しりょう

料　Ⅰ　アンケート依
いらいしょ

頼書　カ障
しょうれん

連から全
ぜんこく

国の各
かくかめいだんたいかくい

加盟団体各位に依
いらい

頼して回
かいとう

答を頂
いただ

く。
東
とうきょうかいじょう

京会場（東
とうきょう

京ドーム）関
かんけい

係　　11／ 25開
かいさい

催
　資

しりょう

料　Ⅱ　カ障
しょうれんとうさんかにんずうひょう

連等参加人数表
　資
しりょう

料　Ⅲ　アンケート・参
さんかしゃ

加者からの声
こえ
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　資
しりょう

料Ⅵ　カ障
しょうれん

連からのまとめと提
ていげん

言

　加
かめいだんたい

盟団体からたくさんの意
いけん

見、回
かいとう

答を頂
いただ

き驚
おどろ

きました。それだけ教
きょうこうさまらいにち

皇様来日のミサへの参
さんか

加に
大
おお

きな期
きたい

待と感
かんどう

動と喜
よろこ

びを体
たいけん

験されたからだと思
おも

います。
　また逆

ぎゃく

に考
かんが

えると、今
いま

まで色
いろいろ

々なミサや教
きょうかいぎょうじ

会行事が行
おこな

われてきましたが、障
しょうがいしゃ

害者の立
たち ば

場から
意
いけ ん

見を言
い

えるチャンスが無
な

かったからではないかとも感
かん

じました。その結
けっ か

果、障
しょうがいしゃたいおう

害者対応への
対
たいさく

策が遅
おく

れていたのではと思
おも

います。
　司
しきょうだん

教団といたしまして、ぜひとも今
こんかい

回の意
いけん

見を検
けんとう

討して頂
いただ

き、今
こんご

後のミサ、行
ぎょうじ

事へのバリアフ
リー対

たいおうとう

応等にご配
はいりょ

慮をいただきますよう切
せつ

にお願
ねが

い申
もう

しあげ、まとめと提
ていげん

言をさせて頂
いただ

きます。
　東
とうきょう

京ドームでのアンケート内
ないよう

容から感
かん

じられること。
①�参

さ ん か

加されたほとんどの方
かた

が障
しょうがいしゃ

害者に細
こま

かく配
はいりょ

慮して下
くだ

さり、席
せき

も良
よ

い席
せき

でゆったりと移
いど う

動も

　　　　　１　申
もうしこみ

込までについて
　　　　　２　当

とうじつ

日の状
じょうきょう

況
　　　　　　　（１）車

くるま

いすエリアからの声
こえ

　　　　　　　（２）視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者エリアからの声
こえ

　　　　　　　（３）聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者エリアからの声
こえ

　　　　　　　　　　アリーナ席
せき

から
　　　　　　　　　　スタンド席

せき

から
　　　　　　　（４）その他

たしょうがい

障害（知
ちてき

的、精
せいしん

神、内
ないぶほか

部他）エリアからの声
こえ

　　　　　　　（５）ボランティア対
たいおう

応について
　　　　　３　今

こんご

後の要
ようぼうじこう

望事項
　　　　　４　その他

た き

気づいたこと
　資
しりょう

料　Ⅳ　バリアフリースタッフからの声
こえ

　　　　　１　ロゴス点
てんじとしょかん

字図書館からの報
ほうこく

告
　　　　　２　手

しゅわつうやくしゃ

話通訳者からの報
ほうこく

告
　　　　　３　要

ようやくひっきしゃ

約筆記者からの報
ほうこく

告
長
ながさきかいじょう

崎会場（長
ながさきけんえいやきゅうじょう

崎県営野球場）関
かんけい

係　　11／ 24開
かいさい

催
　資

しりょう

料　Ⅴ　長
ながさきかいじょうさんかしゃ

崎会場参加者からの声
こえ

　　　　　（１）申
もうしこみ

込までについて
　　　　　（２）当

とうじつ

日の状
じょうきょう

況
　　　　　　　①車

くるま

いす対
たいおう

応
　　　　　　　②聴

ちょうかくしょうがいしゃたいおう

覚障害者対応
　　　　　　　③その他

たしょうがいしゃ

障害者、ボランティア対
たいおう

応
　　　　　（３）今

こんご

後の要
ようぼうじこう

望事項
　資
しりょう

料　Ⅵ　カ障
しょうれん

連からのまとめと提
ていげん

言
� 以

いじょう

上
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心
しんぱい

配なくできた。仮
かせつ

設トイレも準
じゅんび

備していただき案
あんない

内も親
しんせつ

切で良
よ

かったと感
かんしゃ

謝の声
こえ

が多
おお

く、私
わたし

たちも良
よ

かったと思
おも

っています。
②�視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者にとって今
こんかいはじ

回初めての準
じゅんび

備された音
おんせい

声ガイドに感
かんどう

動されたと喜
よろこ

んでおります。従
じゅうらい

来
の資

しりょう

料の音
おんやく

訳と点
てんやく

訳だけではなく、音
おんせい

声ガイドにより、会
かいじょう

場の臨
りんじょうかん

場感が見
み

えるかのごとく感
かん

じ
たと感

かんどう

動されていました。今
こんご

後もぜひ音
おんやく

訳ガイドの活
かつよう

用をお願
ねが

いしたいと思
おも

います。
　�　なお、今

こんかい

回スタンド席
せき

でしたが、高
こうれい

齢の視
しかくしょうがい

覚障害の方
かた

には階
かいだん

段で移
いどう

動することが大
たいへん

変だった
様
ようす

子。視
しかくしょうがい

覚障害の方
かた

の席
せき

も、段
だんさ

差なく移
いどう

動できる場
ばしょ

所を検
けんとう

討して頂
いただ

く必
ひつよう

要があると感
かん

じました。
③�聴

ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の席
せき

がスタンドとアリーナ席
せき

に分
わ

かれたため、席
せき

により情
じょうほうほしょう

報保障が大
おお

きくかわ
りました。スタンド席

せき

は要
ようやくひっき

約筆記と手
しゅわつうやく

話通訳スクリーンが準
じゅんび

備されましたが、アリーナ席
せき

は
手
しゅわつうやく

話通訳だけとなりました。またメインのスクリーンも手
しゅわつうやくしゃ

話通訳者の後
うし

ろのオペ卓
たく

により、
座
ざせき

席に座
すわ

った聴
ちょうしょうしゃ

障者には見
み

えない状
じょうたい

態でした。これは前
ぜんじつ

日の下
したみ

見で判
はんめい

明。聴
ちょうしょうしゃ

障者には手
しゅわつうやく

話通訳
と要

ようやくひっき

約筆記が必
ひつよう

要である、という当
とうほう

方の要
ようぼう

望が主
しゅさいしゃ

催者へ正
ただ

しく伝
つた

わらなかった結
けっか

果と思
おも

います。
④�事

じ ぜ ん う

前打ち合
あ

わせで、メインのスクリーンに要
ようやくひっき

約筆記を入
い

れることは出
で き

来ないと言
い

われましたが、
メインスクリーンの横

よこ

に要
ようやくひっき

約筆記のスクリーンが設
せっち

置されれば、どの席
せき

からも見
み

ることが出
で き

来
きます。今

こんご

後のこうした設
せっち

置にご理
りかい

解をいただきたいと思
おも

います。
⑤�手

しゅわつうやく

話通訳、要
ようやくひっきしゃ

約筆記者へ教
きょうこうさま

皇様の説
せっきょうげんこう

教原稿がなかなか事
じぜん

前に手
て

に入
はい

らず、事
じぜんじゅんび

前準備に苦
くろう

労され
ました。バチカンからの指

し じ

示とのことですが、手
しゅわつうやくし

話通訳士は倫
りんりこうりょうなど

理綱領等で守
し ゅ ひ ぎ む

秘義務が課
か

せられ
ており、いただいた原

げんこう

稿が外
そと

に漏
も

れることはありません。障
しょうがいしゃ

害者に充
じゅうぶん

分な情
じょうほうほしょう

報保障するために
は資

しりょう

料の事
じぜん は い ふ

前配布が必
ひつよう

要である、と提
ていげん

言して頂
いただ

きたくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。
⑥�要

ようやくひっきしゃ

約筆記者の席
せき

はアリーナの聴
ちょうしょうしゃせき

障者席と同
おな

じエリアであったため、オペ卓
たく

によりメインスク
リーンの日

に ほ ん ご

本語も見
み

えず、座
すわ

る場
ばし ょ

所の向
むき

が悪
わる

く苦
くろ う

労されました。機
きざい せ っ ち

材設置を優
ゆうせん

先された結
けっか

果と
思
おも

いますが、今
こんごけんとう

後検討して頂
いただ

く必
ひつよう

要があると思
おも

いますので宜
よろ

しくお願
ねが

い致
いた

します。
　長
ながさきかいじょう

崎会場でのアンケート内
ないよう

容から感
かん

じられること。
　長
ながさき

崎ドームでの障
しょうがいしゃ

害者への対
たいおう

応は、東
とうきょう

京ドームと比
くら

べてかなり差
さ

があったように思
おも

います。
①�会

かいじょうない

場内に障
しょうがいしゃ

害者の席
せき

は確
かく ほ

保されていましたが、開
かいもん

門すると一
いっせい

斉に入
にゅうじょう

場して障
しょうがいしゃ

害者にとっては
身
みうご

動きが取
と

れない状
じょうたい

態とのことでした。
②�障
しょうがいしゃ

害者トイレも少
すく

なく障
しょうがいしゃ

害者はトイレにも行
い

けなかったようです。
③�車

くるま

いす席
せき

は確
かく ほ

保されていましたが、固
こてい

定された椅
い す

子が置
お

いてあり着
ちゃくせき

席に苦
くろ う

労したとの事
こと

。椅
い す

子
の取

と

り外
はず

しが不
ふ か

可ならば、他
ほか

の場
ばし ょ

所を考
こうりょ

慮いただけなかったのか、今
こんご

後は検
けんとう

討いただきたいと
思
おも

います。
④�指

していせき

定席ではなかったため早
はや

い者
もの が

勝ちの席
せき

で手
しゅわつうやくせき

話通訳席、立
た

ち位
い ち

置も決
き

められていなかった。
手
しゅわつうやくしゃ

話通訳者との事
じぜん

前の相
そうだん

談、説
せつめい

明もなかったとのことでした。
⑤�聴
ちょうかくしょうがいしゃせき

覚障害者席から手
しゅわつうやく

話通訳が良
よ

く見
み

えなかったようです。
⑥�福

ふくいんろうどくじ

音朗読時は助
じょさい

祭が手
しゅわ

話をしながらの朗
ろうどく

読でしたが、スクリーンには場
ばめん

面が全
ぜんぶうつ

部映し出
だ

されな
い時

とき

もあり、慌
あわ

てて手
しゅわつうやくしゃ

話通訳者が手
しゅわつうやく

話通訳をして補
おぎな

うという事
こと

がありました。すべて事
じ ぜ ん う

前打ち
合
あ

わせがなかった結
けっか

果と思
おも

います。
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⑦�ミサ時
じ

はスクリーンに字
じまく

幕は入
はい

りましたが字
じまく

幕の映
うつ

らない状
じょうたい

態も続
つづ

いたり、文
も じ

字が白
はくしょく

色なので
司
しさいふく

祭服と重
かさ

なると見
み

にくい状
じょうたい

態であった。
⑧�カ障

しょうれん

連から要
ようせい

請をさせていただいた要
ようやくひっき

約筆記は準
じゅんび

備されていませんでした。聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者に
は手

しゅ わ

話のよくわからない人
ひと

もいますし、手
しゅ わ

話だけでは十
じゅうぶん

分な情
じょうほう

報が伝
つた

わりにくい。現
げんざい

在は、
手
しゅわつうやく

話通訳と要
ようやくひっき

約筆記と併
へいよう

用することで情
じょうほうほしょう

報保障をおこなっております。要
ようやくひっき

約筆記は聞
き

こえにく
い人

ひと

（高
こうれいしゃ

齢者）、日
に ほ ん ご

本語のわかりにくい人
ひとびと

々にも有
ゆうこう

効な方
ほうほう

法と思
おも

います。今
こん ご

後はこの併
へいよう

用での
情
じょうほうほしょう

報保障をお願
ねが

いしたいと思
おも

います。
⑨�長
ながさきかいじょう

崎会場についても、実
じっこういいんかい

行委員会の中
なか

にカ障
しょうれん

連、障
しょうがいとうじしゃ

害当事者を加
くわ

えて頂
いただ

ければ良
よ

かった。今
こんご

後
のカトリック行

ぎょうじ

事、ミサ等
など

も同
おな

じように、準
じゅんびだんかい

備段階から当
とうじしゃ

事者の声
こえ

を聞
き

き準
じゅんび

備をしてただくよ
うにお願

ねが

い申
もう

し上
あ

げます。

提
ていげん

言
　今
こんかい

回の教
きょうこうさま

皇様の来
らいにちきねん

日記念ミサが東
とうきょう

京と長
ながさき

崎の会
かいじょう

場で行
おこな

われましたが、その対
たいおう

応は大
おお

きな差
さ

を感
かん

じました。私
わたし

どもは、先
ま

ず障
しょうがいしゃ

害者が参
さん か

加しやすい配
はいりょ

慮、「完
かんぜんさんか

全参加と平
びょうどう

等のミサ」を司
しきょうだん

教団にお
願
ねが

い申
もう

し上
あ

げました。
　東
とうきょう

京ドームでは下
し た み

見の段
だんかい

階からカ障
しょうれん

連をメンバーに入
い

れていただき、下
し た み

見に参
さ ん か

加した
各
かくしょうがいべつとうじしゃ

障害別当事者、手
しゅわつうやくしゃ

話通訳者、要
ようやくひっきしゃ

約筆記者そしてロゴス点
てんじとしょかん

字図書館の皆
みな

さんからの意
いこう

向をまとめ
て要

ようぼうしょ

望書を提
ていげん

言させて頂
いただ

き、東
とうきょう

京ドームだけでなく長
ながさきかいじょう

崎会場におきましても同
おな

じように対
たいおう

応して
欲
ほ

しいとお願
ねが

い致
いた

しました。
　その結

けっ か

果、東
とうきょう

京ドームでは大
たいへんこま

変細かくご配
はいりょいただ

慮頂き、参
さん か

加した多
おお

くの方
かた

から喜
よろこ

びと感
かんしゃ

謝のメッ
セージを頂

いただ

きました。しかし残
ざんねん

念ながら長
ながさきかいじょう

崎会場におきましてはカ障
しょうれん

連からの要
ようぼうしょ

望書がどのよう
に反

はんえい

映されたのかは不
ふめい

明ですが、具
ぐたいてき

体的には従
じゅうらい

来のありかたの延
えんちょう

長で行
おこな

われたように感
かん

じました。
　今

こんご

後はぜひ、日
にほん

本のどこで開
かいさい

催されるカトリック行
ぎょうじ

事、ミサであっても、誰
だれ

も排
はいじょ

除されること
のないバリアフリー対

たいおう

応の配
はいりょ

慮がいただけますよう強
つよ

くお願
ねが

い致
いた

します。そのためには今
こんかい

回の
報
ほうこくしょ

告書を参
さんこう

考にしていただければ幸
さいわ

いと思
おも

います。
　障
しょうがいしゃ

害者が参
さん か

加しやすい対
たいおう

応は、障
しょうがいしゃ

害者だけでなく日
にほ ん

本の多
おお

くの信
しん と

徒が高
こうれいか

齢化している現
げんじょう

状に
あっては、高

こうれいしゃ

齢者にとっても喜
よろこ

んで参
さん か

加いただ
ける教

きょうかい

会、ミサになると思
おも

います。何
なにとぞよろ

卒宜しく
お願

ねが

い申
もう

し上
あ

げます。
� 以

い

　上
じょう

連
れんらくさきおよ

絡先及びご入
にゅうかい

会の申
もう

し込
こ

み先
さき

事
じ

務
む

局
きょく

：〒466-0037　名
な ご や し

古屋市昭
しょうわく

和区恵
えほ う

方町
ちょう

2-15
　　　　　名

な ご や

古屋教
きょうく

区カリタス福
ふくしいいんかいしつない

祉委員会室内
　　　　　Tel：052-852-1426　fax：052-852-1422

郵
ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう

座
ざ

番
ばんごう

号：0 0 1 0 0 - 7 - 3 1 2 5 4
（同
どうふう

封の振
ふりこみ

込用
よう し

紙をご利
りよう

用ください）

会
かい

　　費
ひ

：年
ねんかん

間１口
くち

　1,000円
えん

　　　　　（団
だんたい

体　10口
くち

以
いじょう

上　個
こじ ん

人　１口
くち

以
いじょう

上）

加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
発
行
（
毎
週
火
曜
日
）
Ａ
Ｊ
Ｕ
一
三
八
一
三
号　

発
行
所　

東
海
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
―
六
―
四
三　

み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
四
Ｆ　

低
料
第
三
種
郵
便
物
承
認　

定
価
一
〇
〇
円
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